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上
原 

真
樹
子 

春
ま
だ
浅
い
候
、
会
員
の
皆
様
に
は
寒
さ
に
負
け

ず
、
ま
す
ま
す
ご
活
躍
の
由
な
に
よ
り
と
存
じ
ま

す
。 昨

年
、
10
月
29
日
に
第
2
回
総
会
が
、
懐
か
し

の
学
び
舎
タ
ワ
ー
ホ
ー
ル
船
堀
産
業
振
興
セ
ン
タ

ー
に
て
無
事
終
了
し
ま
し
た
。
ご
多
用
中
の
と
こ
ろ

を
ご
出
席
く
だ
さ
い
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
第
3
期
卒
業
生
を
迎
え
、
会
員
も
２
１

２
名
を
数
え
る
大
家
族
に
な
り
、
喜
ば
し
い
限
り
で

す
。
総
会
で
は
、
今
後
の
同
窓
会
へ
の
ご
意
見
・
ご

提
案
も
い
た
だ
き
、
お
か
げ
さ
ま
で
設
立
総
会
以
降

の
半
年
の
会
計
報
告
に
関
し
て
も
、
よ
り
よ
い
報
告

書
を
あ
ら
た
め
て
作
成
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

別
途
、
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

総
会
終
了
後
に
は
「
蓬
莱
」
で
懇
親
会
も
行
わ
れ
、

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
お
互
い
の
情
報
交
換
や

近
況
報
告
で
盛
り
上
が
っ
た
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
ま
し
た
。
会
場
に
満
ち
溢
れ
る
笑
顔
こ
そ

が
、
人
生
大
学
の
パ
ワ
ー
の
源
な
の
だ
と
あ
ら
た
め

て
実
感
で
き
ま
し
た
。 

同
窓
会
で
は
、
学
科
や
卒
業
期
を
超
え
た
新
し
い

交
流
を
誕
生
さ
せ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
つ
な
ぐ

架
け
橋
と
な
る
お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
と
心
よ
り

願
っ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
在
校
生
と
も
協
力
し
て
「
共
育
・
協
働
」

の
理
念
を
推
進
す
る
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
な
会
の
運
営
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
今

後
と
も
、
積
極
的
な
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

尚
、
総
会
を
欠
席
さ
れ
た
方
で
議
事
録
を
ご
覧
に

な
り
た
い
方
は
、
同
窓
会
ク
ラ
ス
幹
事
を
通
し
て
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。 

 ◇
第
６
号
議
案
予
算
（
案
）
の
中
で
質
問
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。 

 

質
問
「
第
２
号
議
案
の
収
支
報
告
の
収
入
の
部
に
あ
る

年
会
費
１
０
６
名
に
関
し
て
は
、
10
月
か
ら
の
会
費
な

の
で
予
算
案
に
入
れ
て
処
理
す
べ
き
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
？
」 

  

現
在
、
同
窓
会
会
員
数
は
２
１
２
名
で
す
。 

 

９
月
末
ま
で
に
、
（
翌
期
の
）
会
費
を
納
入
し
て
い

た
だ
い
た
方
は
１
０
６
名
で
す
。
10
月
以
降
に
、
会
費

を
い
た
だ
く
方
は
１
０
６
名
で
す
。 

特
に
３
期
生
に
関
し
て
は
卒
業
式
前
後
に
、
集
め
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

現
会
計
処
理
と
し
て
、
発
生
し
た
日
付
で
帳
簿
処
理

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
９
月
中
に
収
め
て
い
た
だ
い

た
会
費
に
つ
い
て
は
、
10
月
以
前
の
収
入
と
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
会
費
に
関
し
て
は
、
ク
ラ
ス
単
位
も
し
く

は
個
人
に
お
い
て
、
納
入
日
に
か
な
り
の
ば
ら
つ
き
が

あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
収
め
て
い
た
だ
い
た
日
付
で
確

実
に
処
理
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
回
の
収
支
な
ら

び
に
予
算
報
告
と
な
り
ま
し
た
。 

何
卒
ご
理
解
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

第
２
回
総
会
報
告 
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大
学
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 
同窓会だより 

河
川
防
災
施
設
見
学
会
に
参
加
し
て 

２ 

船
内
で
は
ビ
デ
オ
に
よ
る
堤
防
決
壊
時
の
状
況

が
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
放
映
さ
れ
、
水
害
の
恐

ろ
し
さ
と
と
も
に
防
災
施
設
の
維
持
、
管
理
の
重

要
性
な
ど
、
改
め
て
防
災
意
識
を
喚
起
さ
れ
ま
し

た
。 江

戸
川
区
は
７
つ
の
河
川
に
囲
ま
れ
た
地
域

で
、
こ
れ
ま
で
幾
多
の
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
経
緯

も
あ
り
、
特
に
水
害
に
は
関
心
が
強
い
筈
で
す
。

今
回
の
企
画
も
こ
の
意
味
か
ら
、
河
川
の
防
災
施

設
等
を
川
の
中
か
ら
つ
ぶ
さ
に
体
験
で
き
た
こ
と

は
、
お
お
き
な
意
義
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今

後
も
必
要
に
応
じ
有
意
義
な
施
設
見
学
会
等
を
企

画
し
、
会
員
各
位
の
連
携
を
更
に
深
め
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

今
回
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
リ
ボ
ン
ク
ラ
ブ

の
「
高
塚
妙
子
さ
ん
」
並
び
に
（
社
）
全
国
建
設

業
協
会
技
術
顧
問
「
富
田
和
久
氏
」
及
び
国
土
交

通
省
荒
川
下
流
河
川
事
務
所
の
担
当
各
位
に
並
々

な
ら
ぬ
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。
僭
越
で
す
が
参
加

者
を
代
表
し
て
、
こ
こ
に
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ

る
次
第
で
す
。 

河川巡視船「あらかわ号」 

各
種
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
み
な
さ
ま
お
誘
い
あ

わ
せ
の
上
、
会
場
へ
お
越
し
下
さ
い
。 

 

「
た
の
し
い
！
ふ
れ
あ
い
！
Y

O

U
遊
ひ
ろ
ば 

い
〜
れ
て
♪
い
い
よ
〜
♪
」 

<

日
時>

2
月
22
日
（
日
）
10
時
30
分
〜
14
時 

<

会
場>

篠
崎
文
化
プ
ラ
ザ 

講
義
室 

<

内
容>

子
ど
も
支
援
学
科
四
期
生
主
催
。
親
子
で
楽
し 

め
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
①
作
っ
て
み
よ
う
②
昔
遊
び 

と
ジ
ャ
ン
ボ
す
ご
ろ
く
③
ほ
っ
と
ひ
と
い
き
っ
さ 

<

対
象>

幼
児
〜
小
学
校
高
学
年
の
お
子
さ
ん
と
ご
家
族 

 

「
も
っ
た
い
な
い
運
動 

え
ど
が
わ
区
民
大
会
」 

<

日
時>

3
月
7
日
（
土
）
13
時
45
分
〜
16
時 

<

会
場>

タ
ワ
ー
ホ
ー
ル
船
堀 

５
階
大
ホ
ー
ル 

<

内
容>

省
エ
ネ
・
省
資
源
や
ご
み
減
量
な
ど
、
地
球
温 

暖
化
防
止
に
つ
な
が
る
優
れ
た
取
り
組
み
を
彰
・
紹 

介
し
、
様
々
な
展
示
を
行
い
ま
す
。 

※
記
念
講
演
・
北
野
大
学
長 

（
広
報
え
ど
が
わ
１
月
20
日
号
に
掲
載
） 

 

「
東
ア
ジ
ア
長
寿
社
会
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〜
地
域
社
会
と
環
境
〜 

<

日
時>

3
月
28
日
（
土
）
10
時
〜
17
時 

<

会
場>

タ
ワ
ー
ホ
ー
ル
船
堀 

２
階
「
太
陽
の
間
」 

<

内
容>

高
齢
社
会
に
お
け
る
地
域
社
会
と
環
境
に
つ
い 

て
議
論
す
る
国
際
的
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ 

ま
す
。
東
ア
ジ
ア
各
国
（
中
国
、
台
湾
、
韓
国
、
シ 

ン
ガ
ポ
ー
ル
、
日
本
）
の
紹
介
や
ス
テ
ー
ジ
に
よ
る 

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
の
他
に
、
地
域
活
動
団
体
紹 

介
コ
ー
ナ
ー
に
て
人
生
大
学
や
各
団
体
な
ど
の
活
動 

を
展
示
し
ま
す
。 

 

〔
問
合
せ
先
〕
江
戸
川
総
合
人
生
大
学
事
務
局 

℡
（
３
６
７
６
）
９
０
７
５ 

平成 20年度（平成 20 年 10 月～21年 9 月）の会費納入がお済みでない

方は、3月 31 日までに下記口座へ振込みをお願いします。 

＊ゆうちょ銀行に口座をお持ちの方は、只今振込手数料、無料です。 

銀行名：ゆうちょ銀行 記号：１０１６０ 番号：９８３４１３１ 

口座名：江戸川総合人生大学同窓会 

※事務処理上、お振込みの際はクラス幹事へご連絡下さい。 

江戸川総合人生大学 同窓会 
e-mail:edogawadosokai@yahoo.co.jp 

 

○住所や電話番号など変更された場合 

○ご質問やご不明な点など 

－クラス幹事までご連絡下さい－ 

会費納入のお願い 

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
学
科
二
期
生 

吉
田 

英
雄 

同
窓
会
の
行
事
と
し
て
昨
年
（
平
成
20
年
）
10

月
8
日
（
水
）、
荒
川
、
隅
田
川
を
船
舶
で
回
遊

す
る
企
画
を
試
み
ま
し
た
。
参
加
し
た
の
は
リ
ボ

ン
ク
ラ
ブ
（
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
国
際
交
流
会
代
表
高

橋
陽
子
氏 

国
際
２
期
）、
サ
タ
デ
ー
ネ
ッ
ト
（
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
代
表
高
橋
璋
年
氏 

国
際
２

期
）
、
そ
れ
に
我
が
同
窓
会
の
３
団
体
で
、
共
催

の
形
で
実
施
し
、
総
勢
31
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
行
事
が
で
き
た
の
も
、
各
団
体
の
代
表
者
や

所
属
会
員
に
本
学
の
卒
業
生
が
大
勢
在
籍
し
て

い
た
こ
と
が
縁
で
し
た
。
こ
れ
も
会
員
相
互
が
大

き
な
輪
と
な
っ
て
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
が
実
証

さ
れ
た
成
果
で
、
大
変
喜
ば
し
い
限
り
で
す
。 

当
日
は
、
北
区
志
茂
に
あ
る
通
称
「
ア
モ
ア
」

（
荒
川
知
水
資
料
館
）
に
集
合
、
乗
船
前
に
館
内

を
見
学
、
担
当
職
員
の
説
明
を
受
け
た
後
乗
船

し
、
定
刻
に
出
発
。
生
憎
の
小
雨
模
様
で
し
た
が
、

船
内
で
の
見
学
な
の
で
何
ら
支
障
な
く
、
案
内
の

職
員
（
黒
川
氏
）
が
付
き
っ
切
り
で
説
明
し
て
く

れ
ま
し
た
。
コ
ー
ス
は
荒
川
を
下
り
東
京
湾
を
回

遊
、
隅
田
川
を
上
り
乗
船
地
に
戻
る
、
凡
そ
３
時

間
30
分
の
行
程
で
し
た
。
使
用
船
舶
は
河
川
巡

視
船
「
あ
ら
か
わ
号
」
（
35
人
乗
り
）、
紙
面
の

関
係
上
詳
細
は
省
き
ま
す
が
、
普
段
見
ら
れ
ぬ
橋

や
鉄
橋
の
下
、
街
並
み
な
ど
思
わ
ぬ
光
景
に
感
嘆

し
ま
し
た
。 


